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的に取 り上げて解説しているだ.守の本であ る ｡ 内容
の迫力も,かつての力作 ｢10人の総理大臣｣T二･t'まろ
紹 JL､
.'二伎ば互いCそして,や はり,サ リットル 冊 1高
まだ遠転していろし;)で,申町珠が-半減するO
本書は,それでもいくつかJ)メリットをも-,Tい



































第1弾であ :う｡署苫しっGuyHunterは イギ リス
で.'i,アフリカ問題の椎戒として知られているが,
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全部で10編の論文が 収められている｡ 第 1の論
文 "HistoryinaTimeofTransition"では,西
欧の歴史学者とアジアの歴史学者とが ｢意見を異
にする協定｣を結べと提案している｡ 第 2の論文
"TheCityinAsia"では,アジアの後進地域にお
いて都市が果たす役割が扱われている｡都市の機能
を政治学の研究課題にせよと提案し,同時に,東南
アジアの都市が,社会機能を独占しすぎるのはよく
ないといっている｡第 3の論文 "CommunityDe-
velopment,A New Philosopher'sStoneHでは,
地域開発という事柄がアジアでは魔術のような魅力
をもつ事実が指摘される｡これは,欧米の歴史に先
例のない面白い実験だが,民衆の自発性を抑圧する
傾向にあるのはよくないと断じている｡第4の論文
"C1imactericinAsia"では,40年代,50年代そ
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